建築士法第22条の3の3に基づく契約書面に記載すべき事項
1　対象となる建築物の概要

	


2　業務の種類及び内容、実施方法及び業務実施期間　

	


3　作成する設計図書の種類（設計業務受託の場合）
	


4　工事と設計図書との照合の方法及び工事監理の実施状況に関する報告の方法
　（工事監理業務受託の場合）
	①工事と設計図書との照合の方法： 

②工事監理の実施状況に関する報告の方法 ：




5　その他設計又は工事監理の種類、内容及び方法に係る事項
	


6　報酬の額及び支払時期
	


7　契約の解除に関する事項

	


8　受注者の建築士事務所登録に関する事項

	【建築士事務所の名称】：

【所在地】：

【区分（一級、二級、木造）】： （　　　）建築士事務所 （　　　）知事登録第　　　　　　　号

【開設者の氏名又は名称】：

（開設者が法人の場合はその代表者の氏名）： 


9　設計又は工事監理の一部の委託先（協力建築士事務所）

	


10　設計又は工事監理に従事することとなる建築士・建築設備士

	①設計業務に従事することとなる建築士・建築設備士
	②工事監理業務に従事することとなる建築士・建築設備士

	【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　 　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

（建築設備の設計に関し意見を聴く者）

【氏名】： 

【資格】：建築設備士
【氏名】： 

【資格】：建築設備士

	【氏名】： 

【資格】：（　　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　 　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

（建築設備の工事監理に関し意見を聴く者）

【氏名】： 

【資格】：建築設備士
【氏名】： 

【資格】：建築設備士


※ 平成21年5月27日以降の設計において、建築士法の規定に従い、構造設計一級建築士及び設備設計一級建築士が関与する場合は、その氏名及び資格について記載する。
※変更時は以下の項目を追加する。契約書に添付する場合は不要のため削除すること。
　（工事監理においては「調査職員⇒監督員、管理技術者⇒受託監督員」とする）
------------------------------------------------------------------------------------------
【変更確認】

　令和○○年○月○日

　

　　・発注者　　広島県　調査職員　　○○　○○　
　　・受注者　　○○設計事務所　管理技術者　　○○　○○　
《記入事項等について》
　1～7については、発注者から特に指示がなく、問題がない場合は【記入例】のものを転記してください。

　8～10については、契約時の受注者の情報を記入してください。
　様式は参考であり、必要事項を記載していれば任意様式でも構いません。

　契約後、記載内容に変更があった場合は、「業務打合せ簿」を添付し、担当者まで提出してください。
　

【記入例】（設計業務委託の場合）
建築士法第22条の3の3に基づく契約書面に記載すべき事項

1　対象となる建築物の概要
	　建築設計業務委託特記仕様書による。



2　業務の種類及び内容、実施方法及び業務実施期間

	　建築設計業務委託特記仕様書及び建築設計業務等委託契約書による。



3　作成する設計図書の種類（設計業務受託の場合）

	　建築設計業務委託特記仕様書による。



4　工事と設計図書との照合の方法及び工事監理の実施状況に関する報告の方法
 （工事監理業務受託の場合）　

	①工事と設計図書との照合の方法： 

　該当なし
②工事監理の実施状況に関する報告の方法 ：

　該当なし



5　その他設計又は工事監理の種類、内容及び方法に係る事項

	　建築設計業務委託特記仕様書による。
　また、本書に定めのない事項は、必要に応じて発注者と受注者が協議して定める。



6　報酬の額及び支払時期
	　建築設計業務等委託契約書及び建築設計業務等委託契約約款による。




7　契約の解除に関する事項

	　建築設計業務等委託契約約款による。




8　受注者の建築士事務所登録に関する事項

	【建築士事務所の名称】：○○○○ 一級建築士事務所
【所在地】：○○県○○市○○町○－○－○
【区分（一級、二級、木造）】： （一級）建築士事務所 （○○）知事登録第123456号

【開設者の氏名又は名称】：○○○○
（開設者が法人の場合はその代表者の氏名）


9　設計又は工事監理の一部の委託先（協力建築士事務所） 

	　建築設計業務等委託契約約款に基づき作成する「委任（下請負）承諾願」に記載するものによる。

（無の場合）

　該当なし



10　設計又は工事監理に従事することとなる建築士・建築設備士

	①設計業務に従事することとなる建築士・建築設備士
	②工事監理業務に従事することとなる建築士・建築設備士

	【氏名】： ○○○○
【資格】：（一級） 建築士

【登録番号】：（123456） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　 　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

（建築設備の設計に関し意見を聴く者）

【氏名】：該当なし（該当ありの場合は氏名を記載）
【資格】建築設備士
【氏名】： 

【資格】建築設備士

	【氏名】： 該当なし
【資格】：（　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　 　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

（建築設備の工事監理に関し意見を聴く者）

【氏名】：該当なし
【資格】建築設備士
【氏名】： 

【資格】建築設備士



※ 平成21年5月27日以降の設計において、建築士法の規定に従い、構造設計一級建築士及び設備設計一級建築士が関与する場合は、その氏名及び資格について記載する。
【記入例】（設計意図伝達業務委託の場合）

建築士法第22条の3の3に基づく契約書面に記載すべき事項

1　対象となる建築物の概要

	　広島県設計意図伝達等業務委託特記仕様書による。



2　業務の種類及び内容、実施方法及び業務実施期間

	　広島県設計意図伝達等業務委託特記仕様書及び建築設計業務等委託契約書による。



3　作成する設計図書の種類（設計業務受託の場合）

	　該当なし



4　工事と設計図書との照合の方法及び工事監理の実施状況に関する報告の方法
 （工事監理業務受託の場合）　

	①工事と設計図書との照合の方法： 

　該当なし
②工事監理の実施状況に関する報告の方法 ：

　該当なし




5　その他設計又は工事監理の種類、内容及び方法に係る事項

	　広島県設計意図伝達等業務委託特記仕様書による。
　また、本書に定めのない事項は、必要に応じて発注者と受注者が協議して定める。



6　報酬の額及び支払時期
	　建築設計業務等委託契約書及び広島県設計意図伝達業務委託契約約款による。




7　契約の解除に関する事項

	　広島県設計意図伝達業務委託契約約款による。




8　受注者の建築士事務所登録に関する事項

	【建築士事務所の名称】：○○○○ 一級建築士事務所
【所在地】：○○県○○市○○町○－○－○
【区分（一級、二級、木造）】： （一級）建築士事務所 （○○）知事登録第123456号

【開設者の氏名又は名称】：○○○○
（開設者が法人の場合はその代表者の氏名）


9　設計又は工事監理の一部の委託先（協力建築士事務所） 

	　広島県設計意図伝達業務委託契約約款に基づき作成する「委任（下請負）承諾願」に記載するものによる。
（無の場合）

　該当なし



10　設計又は工事監理に従事することとなる建築士・建築設備士
	①設計業務に従事することとなる建築士・建築設備士
	②工事監理業務に従事することとなる建築士・建築設備士

	【氏名】： ○○○○
【資格】：（一級） 建築士

【登録番号】：（123456） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　 　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

（建築設備の設計に関し意見を聴く者）

【氏名】：該当なし（該当ありの場合は氏名を記載）
【資格】建築設備士
【氏名】： 

【資格】建築設備士

	【氏名】： 該当なし
【資格】：（　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　 　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

（建築設備の工事監理に関し意見を聴く者）

【氏名】：該当なし
【資格】建築設備士
【氏名】： 

【資格】建築設備士



※ 平成21年5月27日以降の設計において、建築士法の規定に従い、構造設計一級建築士及び設備設計一級建築士が関与する場合は、その氏名及び資格について記載する。
【記入例】（工事監理業務委託の場合）

建築士法第22条の3の3に基づく契約書面に記載すべき事項

1　対象となる建築物の概要

	　建築工事監理業務委託特記仕様書による。



2　業務の種類及び内容、実施方法及び業務実施期間

	　建築工事監理業務委託特記仕様書及び工事監理業務委託契約書による。



3　作成する設計図書の種類（設計業務受託の場合）

	　該当なし



4　工事と設計図書との照合の方法及び工事監理の実施状況に関する報告の方法
 （工事監理業務受託の場合）　

	①工事と設計図書との照合の方法： 

　建築工事監理業務委託特記仕様書による。

②工事監理の実施状況に関する報告の方法 ：

　建築工事監理業務委託特記仕様書による。



5　その他設計又は工事監理の種類、内容及び方法に係る事項

	　建築工事監理業務委託特記仕様書による。

　また、本書に定めのない事項は、必要に応じて発注者と受注者が協議して定める。



6　報酬の額及び支払時期
	　工事監理業務委託契約書による。



7　契約の解除に関する事項

	　工事監理業務委託契約書による。




8　受注者の建築士事務所登録に関する事項

	【建築士事務所の名称】：○○○○ 一級建築士事務所
【所在地】：○○県○○市○○町○－○－○
【区分（一級、二級、木造）】： （一級）建築士事務所 （○○）知事登録第123456号

【開設者の氏名又は名称】：○○○○
（開設者が法人の場合はその代表者の氏名）


9　設計又は工事監理の一部の委託先（協力建築士事務所） 

	　工事監理業務委託契約書に基づき作成する「委任（下請負）承諾願」に記載するものによる。
（無の場合）

　該当なし



10　設計又は工事監理に従事することとなる建築士・建築設備士

	①設計業務に従事することとなる建築士・建築設備士
	②工事監理業務に従事することとなる建築士・建築設備士

	【氏名】：該当なし
【資格】：（　　） 建築士

【登録番号】：（        ） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　 　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

（建築設備の設計に関し意見を聴く者）

【氏名】：該当なし
【資格】建築設備士
【氏名】：

【資格】建築設備士

	【氏名】： ○○○○
【資格】：（一級） 建築士

【登録番号】：（123456） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（　　　） 建築士

【登録番号】：（　　　　　　　　　　　　） 

【氏名】： 

【資格】：（ 　 　） 建築士

【登録番号】：（    　　　　　　　　    ） 

（建築設備の工事監理に関し意見を聴く者）

【氏名】：該当なし（該当ありの場合は氏名を記載）
【資格】建築設備士
【氏名】：

【資格】建築設備士



※ 平成21年5月27日以降の設計において、建築士法の規定に従い、構造設計一級建築士及び設備設計一級建築士が関与する場合は、その氏名及び資格について記載する。

※変更時【記入例】業務打合せ簿
業務打合せ簿

	施行番号
	
	受注者名
	○○設計事務所


	発議者
	□発注者
	■受注者
	発議年月日
	　令和○○年○月○日

	発議事項
	□指示
	□請求
	□承諾
	■提出
	□通知
	

	
	□報告
	□申出
	□回答
	□質問
	□その他
	（
	
	）

	業務名
	○○工事に伴う実施設計委託

	（内容）

	「建築士法第22条の3の3に基づく契約書面に記載すべき事項」の変更について

　別紙のとおり変更しました。内容確認の上、記名をお願いします。

　

　なお、変更箇所は次のとおりです。

　

　　・「6 設計又は工事監理に従事することとなる建築士・建築設備士」の項目の建築士を1名追加

	添付図
	
	葉、その他添付図書

	処理・回答
	発注者
	上記について
	■受理
	□承諾
	□指示
	□請求
	□回答
	□通知
	します。

	
	
	
	■その他
	内容確認の上、1部返却
	

	
	
	
	年月日：
	令和　年　月　日

	
	受注者
	上記について
	□了解
	□報告
	□申出
	□提出
	□質問
	□通知
	します。

	
	
	
	□その他
	
	

	
	
	
	年月日：
	


	総括

調査員
	主任

調査員
	調査員
	
	管理

技術者

	―
	
	
	
	


